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北広島市保健福祉計画検討委員会 

第２回 地域福祉部会 

 

日 時：平成２３年１０月２５日（火） 午後６時３０分～午後８時４０分 

 

場 所：北広島市中央会館 １階 集会室 

 

 

◇北広島市保健福祉計画検討委員会委員 

 出席者：石川委員 （部会長） 

川島委員 （職務代理者） 

     中田委員  

     鈴木委員  

     能登原委員  

     大川委員  

     上井委員  

     三瓶委員 （高齢福祉部会長） 

奥田委員 （障がい福祉部会長） 

百瀨委員 （児童福祉部会長） 

 欠席者：福原委員 

 

◇事務局 

    三熊保健福祉部長 

木下保健福祉部次長 

    木下福祉課長 

    中西健康推進課長 

    土居福祉課主査 

    坂井健康推進課主査 

    影久健康推進課主査 

    棚田健康推進課主任 

    佐々木福祉課主任 

     

◇傍聴者 なし 

 

議事概要 



2 

 

≪議事概要≫ 

 

１ 開会 

 

２ 部会長挨拶 

  

３ 議事 報告事項 

（１）アンケート調査の実施結果について 

 事務局：資料 1・資料 2・資料 3の各アンケート調査報告書について説明。 

 

 （回収率について） 

 委 員：資料 1、資料 3の地域福祉・健康づくりアンケートの回収率について、ほぼ前回と同じ回

収率というが、42.3％と低い。特に若い人の回収率が低い。似たような設問がたくさんあ

って、面倒だと思われたのではないか。 

 事務局：前回との比較をするということで、ほぼ同様の設問内容としたうえで、さらにボランティ

アなど新規設問を追加し、また健康づくりのアンケートも一緒にやっているため設問数が

多いと感じられた人もいるかと思われる。回収期間については、期間を過ぎてからの到着

分は 2～3通ほどだったので、特に問題はなかったと考える。 

 

（資料 1・2について） 

委 員：今回のアンケート結果はだいたい 3年前と同じという感じだが、私は実際にはいろいろな

担い手が減ってきていると感じている。それについてはどうか。 

事務局：資料 2の自治会・町内会アンケートについては、前回の第 2期計画策定（3年前）時には

行っていないが、前々回の第 1期計画策定（7年前）のときには行っている。それとの比較

では、「若い世代の担い手がいない」が今回 10 ポイント程度増えており、「役員の高齢化が

進み、今後の自治会・町内会活動に影響が考えられる」も 33％から 50％に 17 ポイント増

えている。逆に、「女性の担い手がいない」は 6ポイントほど減っている。 

委 員：行政として、町内会活動はボランティアとはとらえていない文言になっている。町内会は

行政の代行をするという錯覚を起こし、それで役員のなり手がなくなってきている感じも

する。町内会はボランティアだと思うので、気楽にその中に入れるような雰囲気づくりを

行政としてしてほしい。それでないと役員にクレームをつけたり、それで役員はやりたく

ないとなってしまう。 

委 員：何かするときに、説得して町内会全体で取り組める町内会長と、そうではないところと、

二極化が進んできたと感じている。 

委 員：ボランティアについては、若い人たちに対して働きかけていくことが必要。アンケートで

50 歳代が参加したい意識が高いので、どこでどういうボランティアが必要ということをま

とめた取組みがあると、参加につながっていくと思う。 

 委 員：これからは、町内会も含め有償ボランティアの時代だと思う。 
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 （資料 3について） 

委 員：北海道はお酒を飲んだり煙草を吸う率が高い、また車に乗る率が高く運動量が少ない。 

委 員：若い人、特に 30 歳未満の 90％がストレスが大いにあると答えている。今やもう 4大疾病

の中にうつが入ってきている。それはストレスと関係するし、丁寧に見る必要がある。 

 委 員：北海道の場合、働く場所が少ないなど、経済の問題と絡むストレスにつながっている。 

 委 員：資料 3 の 9 ページ、問 4 の運動をしている人は前回とほぼ変わらず約 50％、そのうちの

10 ページ問 5で習慣的に運動をしている人は前回 58％から今回 71％に増えているが、増え

た要因は何か。 

  事務局：回答者の割合が前回より高齢者が多く、年代別の結果では 60～70 代で習慣的に運動を続

けているという回答が多いので、それが影響していると考えられる。 

 

（２）現計画（地域福祉計画、健康づくり計画）の評価、課題及び今後の方向性 

 事務局：資料 4・資料 5について説明。 

 

 （資料 4について） 

委 員：15 ページに記載されているように、災害時声かけ支援登録者名簿を民生委員児童委員と

地区社会福祉委員会に提供しているが、これを町内会にも提供できないか。 

 事務局：名簿に登録するときに、民生委員児童委員、地区社会福祉委員会、自主防災組織に提供す

ると伝え、本人同意を得て登録している。登録者本人の同意を得ていないため、現在では町

内会へ提供できない。 

 委 員：町内会の中で、自主防災計画を作っている町内会には、名簿を提供していただきたい。 

 事務局：自主防災計画を作り、自主防災組織と同じような活動をしている町内会には提供できると

思う。 

 

 （資料 5について） 

 委 員：1－②に記載されているマタニティスクールについて、年間出生数 400 弱に対し、参加者

が約 50 人、13％くらいしか参加していない。参加促進策は行っているのか。 

 事務局：母子手帳の交付の際にチラシを渡したり、母子保健推進員が家庭訪問した際にも案内して

いる。平日の日中なので、仕事をしている方は参加が難しいかもしれないが、案内に力を入

れている。 

 委 員：成人期の⑦と高齢期の⑤などに同じ項目が載っているが、両方に同じ数字で載せる意味は

あるのか。 

 事務局：各ライフステージに関係するものを載せているが、成人期⑦のうち、結核検診は 65 歳以

上のものなので、成人期からは削除する。 

  

 （今後の方向性について） 

 部会長：この後はどのように進めていく考えをもっているのか。 
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 事務局：次期計画に向けて、ほぼ全て必要な事業であり、継続していかなければならないと思うが、

そこで各委員さんがどう感じているかを確認したい。 

 部会長：今日は、概ね異論はなかったと思う。 

 事務局：現計画は 3年を経過しており、時間の経過により修正が必要な部分や新しく加えなければ

ならないことは取り込むが、現計画の骨格を生かして次期計画の案を作成してよいというこ

とであれば、素案の作成に入り、次回の部会でお示ししたい。 

  （異議なし、承認） 

 

４ その他 

  今後のスケジュールについて 

事務局：次回の部会は 11 月 28 日（月）としたい。 

 （異議なし、承認） 

 

５ 閉会 

 


